
 

 

 

 

 

 

愛川ふれあいの村 今月の風景 

202４年4月 自然のたより 
 

 

 

 

 

   

美しいフデリンドウ テングチョウの産卵 青虫を食べるエナガ 

   

 

美しいソメイヨシノ モミジイチゴ ブラシ状のウワミズザクラ アミガサタケ 

    

危険なヒメツチハンミョウ 飛翔中のツマキチョウ 虫はどこだろうとヤマガラ イカルの争い 

  

  

ウグイス法、法華経   囀
さえず

るシジュウカラ タンポポの実とカワラヒワ 今年も来たキビタキ 

４月生まれの私にとって、サクラは自分の樹だと勝手に思っています。春の花満開、豪華絢爛のイメージがある

サクラですが、春先のつぼみのほどけがかった淡いピンクや新緑の葉、夏の強い緑、冬には深い幹の色など、どれ

も美しく、一年通して素敵な姿を見せてくれます。今年は、当初早い開花が予測されていましたが、３月中旬から

後半に寒さが残り、４月にはいってもソメイヨシノの花はまだパラパラ。このままいくと丁度、入学式に満開を迎

えるでしょうか。新しい一歩を踏み出すすべての方に、祝福の花吹雪が届くことを願っています。 所長：林田 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

生き物   ★早起き鳥★        

朝、5時前に、愛犬と散歩します。ちょっと前ま

では、月明かりだけが頼りの散歩道が今は、ずいぶ

ん明るくなりました。歩き始めてすぐ聞こえてくる

のは、メジロの高鳴です。チーチーチュルチュルチ

ーチーとケヤキの樹上で囀ります。その声に対抗す

るようにあちらこちらでメジロの声が響きます。し

ばらくすると、シジュウカラのツピツピの声が聞こ

えます。今年は、近くに巣があるのか、アオゲラの

ピウーッピウーッと口笛のような声も聞こえてきま

す。屋根の上ではイソヒヨドリが翼を広げてラブソ

ングを歌ってます。誰 

もいない、鳥の声しか 

聞こえない、まるで、朝 

の自然を独り占めして 

いるような、私の至福 

の時間です。（高梨） 
 

 

 

 

 
 

 
 

 

旬     ★たんぽぽ★       
 
 

道端や空き地などによく目にする黄色い花「たん

ぽぽ」。花が咲き始めると春が来たと感じます。 

そんなたんぽぽですが、食べる事ができるって知

っていますか？花・茎・根とすべての部分を食べる

事が出来ます。お刺身に黄色い花が添えてあるかと

思いますが、薬味として食べる事が出来ます。花び

らをちぎって醤油に浸しお刺身と一緒に食べると美

味しいです。茎・葉などは、たんぽぽは苦みが強い

ので茹でてから冷水にさらしてお浸し、和え物、天

ぷらなどにすると美味しいです。根は、たんぽぽコ

ーヒーとして飲むことが出来ます。昔から薬草とし

ても利用され、その苦みに 

デトックス効果があるとされて 

います。身近な野草で身体の 

中をきれいにしてはいかがで 

しょうか。（菅原） 

 

来
月
の
見
ど
こ
ろ 

バ
ー
ド
ウ
イ
ー
ク 

メ
ジ
ロ
、
ヒ
ヨ
ド
リ
な
ど
が
花
の
蜜
を
吸

う
光
景
は
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。
ス
ズ
メ
や
カ

ワ
ラ
ヒ
ワ
は
、
草
の
実
を
食
べ
ま
す
。
木
の

実
を
食
べ
る
種
類
は
多
く
、
小
さ
な
ヌ
ル
デ

の
実
を
食
べ
る
ジ
ョ
ウ
ビ
タ
キ
、
大
き
な
ス

ダ
ジ
イ
の
実
を
食
べ
る
キ
ジ
バ
ト
ま
で
色
々

な
種
類
が
見
ら
れ
ま
す
。
桜
の
花
芽
を
食
べ

る
ウ
ソ
も
い
ま
す
が
、
コ
ブ
シ
の
花
弁
を
パ

ク
パ
ク
食
べ
る
ヒ
ヨ
ド
リ
に
は
驚
き
ま
す
。 

来
月
の
五
月
十
日
か
ら
十
六
日
ま
で
の
一

週
間
は
、
愛
鳥
週
間
で
す
。
冬
鳥
が
去
っ
て

夏
鳥
た
ち
が
渡
来
し
こ
こ
で
過
ご
し
て
い
た

留
鳥
た
ち
と
共
に
賑
や
か
な
野
鳥
の
コ
ー
ラ

ス
が
盛
ん
に
な
っ
て
人
々
の
心
を
和
ま
せ
る

時
間
が
や
っ
て
来
ま
す
。 

村
で
は
過
去
に
、
嘴
の
太
い
ス
ズ
メ
が
サ

ク
ラ
の
蜜
が
吸
え
な
く
て
蜜
の
あ
る
所
を
外

か
ら
食
い
ち
ぎ
っ
て
蜜
を
吸
う
光
景
が
見
ら

れ
ま
し
た
。
ツ
バ
メ
や
ス
ズ
メ
が
普
通
に
観

察
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
良
い
で
す
ね
。 

バ
ー
ド
ウ
イ
ー
ク
、
鳥
達
に
と
っ
て
ふ
れ

あ
い
の
村
が
心
落
ち
着
く
安
心
安
全
の
場
で

あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

（
吉
田
） 

 

 

トピックス  ★桜のように★    
 

4月も半ばに入り、より一層春が進みました。

今年は去年に比べると、桜の咲き始めが遅かった

ように感じます。テレビのニュースでは、桜まつ

りの日に枝だけの桜しかなく、主催者が「桜の気

持ちは分からない」と話している様子もありまし

た。私が3月の終わりに訪れた公園は、巨大なゴ

ミ箱や場所取り禁止の看板など、花見の準備は万

端なのに、花が1つも咲いていない状況でした。 

桜の開花には「600℃の法則」があると言われ

ています。花芽は夏の間に作られ、秋から冬の間

は休眠状態にあります。真冬の寒さを経験した花

芽は、気温が一気に高くなったことを感じると、

休眠状態を打破し目覚めます。今までのデータか

ら、2月1日を休眠打破の日と決めて、それ以降

の日の最高気温を足していき、600℃になった時

に桜が開花する、というのが「600℃の法則」だ

そうです。今年は、秋から冬の気温が高く休眠打

破が遅れたこと、開花直前が寒かったことで、開

花が遅れたようです。 

冬の厳しい寒さがあるから花は美しく咲くのだ、

とよく耳にします。今年の桜から、その通りだと 

学んだ気がします。植物にとっても、動物にとって

も、人にとっても寒い冬は厳しいもの。けれど、  

その先に美しい花を咲かせることができるのなら、

楽しみをもって厳しさにも挑んでいきたいもの 

ですね。新年度、寒い日もありますが、ぜひ桜の花、

葉、枝、芽、蕾を観に出かけてみてください。（石川） 
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